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この通信は、津久見市新設中学校開校推進協議会（以下「協議会」）で協議された内容及び、 

事務局（市教委）より新設中学校の開校に向けた準備状況を、小中学校の保護者・地域の方々に 

お知らせするために発行しています。津久見市のホームページにもカラー版を掲載しています。 

 

 

 

第１１回目となる協議会が、令和５年７月２５日（火） 

市民図書館２階会議室で開催されました。協議され 

た主な内容について、お知らせします。 

 

 

 

 

 

第一中校舎等改修工事について 

令和６年４月１日の開校に向けて、全体的なスケジュ－ルは予定通りに進んでいます。変更点として

は、２階普通教室フロアの改修工事を夏休み期間に集中的に行い、２学期の騒音軽減を図ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２学期以降の予定】 

〇エレベーターの完成 ➡ ８月末予定 

〇１階管理諸室フロアの完成 ➡ ８月末予定 

〇２階普通教室フロアの完成 ➡ １０月末予定 

〇３階普通教室フロアの完成 ➡ １１月末予定 

〇４階特別教室フロアの完成 ➡  ３月中旬予定 

第１１回新設中学校開校推進協議会開催 

第一中校舎等の改修工事進捗について説明 

※協議会での意見を受けて、後日、市教委で 

検討した内容も含みます。 

この「協議会だより」は 

この二次元コードから 

からも見れます 

発行：津久見市新設中学校開校推進協議会 

編集：津久見市教育委員会学校教育課 

電話：0972-82-9526（直通） 

FAX：0972-82-9300 

E-mail tsu-kaikou@city.tsukumi.lg.jp 

～特色・魅力・活力ある学校を目指して～  ※ご質問、ご意見等は上記へお願いします。 

 

校舎の顔となる新設「エンガワテラス」 ３教室分のメディアセンター 



通学路・通学手段について 

 

 

 

 

 

 

 ①通学路 

  今回の第１１回協議会で、以下の「通学路について（案）」の提案を行いました。 

 

 

 

 

 協議会委員からは、「通学路はある程度学校が決めた方がよい。」「生徒や保護者から意見を聞いて

みてはどうか。」などの意見や質問が出されました。 

②通学手段 

 今回の第１１回協議会で、新設中学校からの距離及びタクシー通学（通学補助）の表をもとに、 

「通学手段について（案）」を提案しました。 

 

 

※アンダーラインの地区は、 

現在タクシーを認めています 

 

  通学手段について（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 協議会委員からは、「実費のバス通学（公共交通機関）の利用は可能か。」「タクシー通学生の行事等

での移動はどうなっているのか。」などの意見や質問が出されました。 

新設中学校からの距離 

６ｋｍ 浦代、長目、伊崎、網代、赤崎、深良津 

５ｋｍ 川内、堅浦内名、日見、福良 

４ｋｍ 鬼丸、岩屋口、堅浦、千怒崎 

１２月発行協議会だより

で、保護者や地域のみな

さんにお知らせします 

【今後のスケジュール】 

〇令和５年１０月第１２回協議会で「通学路・通学手段」（案）を決定 

〇令和５年１１月教育委員会定例会で「通学路・通学手段」を決定 

〇令和６年２月上旬入学者説明会で小学校６年生保護者に説明 

（第一中、第二中保護者にも知らせる） 

〇保護者が自転車通学許可願（申請書）に希望する通学路を記入し、学校が許可する 

これまでも千怒小校区生徒は、「市民会館前を通る通学路」と「千怒越トンネルを通る通学路」を 

選択してきた。同様に、二中校区生徒も通学路を選択できるようにしたい。 

〇徒歩通学を希望する生徒の申請は必要ない 

〇自転車通学を希望する生徒は、自転車通学許可願（申請書）を提出する（通学距離制限はない） 

〇タクシー通学（通学補助あり）を認める地区は以下の通りである 

【浦代 長目 伊崎 網代 赤崎 深良津 日見 福良】 

  保護者の責任の下、その他の交通手段で通学する場合は、学校にその旨を届け出ること 

 

『義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令』には、適正な学校規模の条件の中で、 

通学距離については、次のように記載されている。 

〇通学距離が、小学校にあつてはおおむね四キロメートル以内、中学校及び義務教育学校にあつては 

おおむね六キロメートル以内であること。 

〇統合後、上記の条件に適合しない場合においても、文部科学大臣が教育効果、交通の便その他 

の事情を考慮して適当と認めるとき、通学距離は上記の条件に適合するものとみなす。 

   上記の法律施行令をもとに、通学距離が６ｋｍを越える地区は通学費用の補助を考えている。ただし、日見 

地区、福良地区は「通学途中に約１３００ｍの長いトンネルがあり、生徒や保護者が不安に感じる」ことから、

これまでタクシー通学を認めてきた。新設中学校開校後も、日見地区、福良地区は特例として、これまで通

りてタクシー通学を認めたい。 


